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【目的】フコイダンは、褐藻類に由来する一連の天然硫酸化多糖類である。先の

研究で我々は、Cladosiphon okamuranus（オキナワモズク）および  Undaria 

pinnatifida（メカブ）由来のフコイダンを Agaricus blazei（アガリクス）菌糸体エキ

ス末と併用することで、抗腫瘍免疫を効果的に増強することを明らかにしてきた。

そこで本研究では、フコイダンおよびβ−グルカン刺激によって誘導されるシグ

ナル伝達系路の相互関係を明らかにすることを目的として、マウスマクロファー

ジ様細胞株 RAW264 の活性化を指標として、オキナワモズク由来フコイダンお

よび Saccharomyces cerevisiae由来β−グルカンの併用効果を比較検討した。 

【方法】RAW264 細胞を各濃度のオキナワモズク由来フコイダンおよびザイモザ

ン単独あるいは両者の存在下で 24 時間培養し、上清中の一酸化窒素（NO）お

よび腫瘍壊死因子−α（TNF-α）量をグリース法および酵素抗体（ELISA）法によ

り測定した。 

【結果】フコイダンおよびザイモザンは、RAW264 細胞による NO および TNF-α

産生を用量依存的に増大させた。また、最大の増強効果は、10 g/mLのフコイ

ダンと 500 ng/mL のザイモザンを併用した際に観察され、フコイダンとザイモザ

ンがマクロファージ機能に対して相加的な増強作用を有することが示唆された。

また、メチル−β−シクロデキストリン（MβCD）で前処理した RAW264 細胞にお

いて、NO および TNF-α 産生に対するフコイダンおよびザイモザンの相加効果

が減弱した。さらに、フコイダンの NOおよび TNF-α産生に対する増強効果は、

貪食阻害剤存在下において観察された。これらの結果から、フコイダンとザイモ

ザンは、細胞形質膜上に存在する脂質ラフト微小構造体に会合するシグナル

伝達分子と相互作用することで、マクロファージによる NOおよび TNF-α産生を

相加的に増強することが示唆された。 
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